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｢こんにちは」と扉を開けると、その
先で待っているのは約2500冊のえり
すぐりの本。今回訪れたのは、｢子ど
ものための良い本を作る」を信条に
翻訳家として多くの

りょうしょ

良書を手掛けて
きた小宮由さんが主宰する阿佐ケ谷
の家庭文庫「このあの文庫」。小宮さ
んが本を通して伝えたいこと、家庭
文庫に込めた思いなどを伺いました｡

す ぎ な み ビ ト



す ぎ な み ビ ト… 区内外で活躍する区民などの紹介を通して、地域の魅力を発信していきます（毎月15日号に掲載）。
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小宮由（こみや・ゆう)　昭和49年東京都生まれ。小学
校から大学までを熊本県で過ごし、東京の児童書出版
社勤務、カナダ留学などを経て、子どもの本の翻訳家と
して独立。これまでに170冊以上の翻訳を手掛けてい
る。翻訳家としての仕事のほか、平成16年より阿佐ケ
谷の自宅で家庭文庫「このあの文庫」を主宰。地域の子
どもたちに「父上」と親しまれ、読み聞かせを通して読
書の喜びを伝え続けている。

子どもは本を読みながら、自分ではない「他」の悲しみや喜びを心の中に入
れていきます。自分ではない「他」をたくさん持つということは、つまり人
の気持ちが分かるということ。それって社会に出て荒波にもまれて生きてい
く中で、一番大切なことだと思いませんか？ 良い作品というのは、本を通
してたくさんの「他」を経験し、自分の中に蓄積できるものなのです。そし
てもう一つは、幸せを伝えられるかどうか。本を読んで多様な「幸せの形」を
心に蓄えておくと、それはいざというときに生きる希望や支えになります。

─子どもにとって生きる希望や支えになる作品、素敵だなと思います。
　子どもは何よりも喜びが食べものだと僕は思っています。だから嫌な気
持ちになる作品、押しつけがましい作品は扱いません。喜びから入ってい
かないと何も伝わらない。喜びは人に伝えたくなるし、伝わっていくもの
だと思うのです。

─翻訳で言葉を紡いでいく際に心がけていることはありますか？
　子ども向けのものだからといって何もかも易しい言葉にするのではな
く、日本語の繊細さや豊かさをできるだけ伝えたいなという思いはありま
す。日常会話では使わない、本でしか出会えない素敵な日本語もたくさん
あるので。あとは1冊の中で一つくらいは、意味は分からなくても、ぼんや
りと印象に残るような言葉を入れるようにしています。

　家庭文庫「このあの文庫」に込めた思いとは

─｢このあの文庫」を開いた背景にはどのような思いがありますか？
　先ほど、喜びは伝えたくなると話しましたが、まさに「

・・
この本を読んだ

喜びを、目の前の
・・
あの子に伝えたい」という思いを込めて名付けたのが

｢このあの文庫」です。子どもにも大人にも楽しい本を、図書館や書店以外
で伝えられる場所がほしいと考えて開きました。何もしなくても目に入っ
てくる情報とは違い、読書というのは能動的な行為ですから、本と出会う

ことに少しだけ子どもの背中を押してあげられたらと思っています｡

─｢このあの文庫」はどんな家庭文庫ですか？
　自宅の1階の部屋を文庫専用の部屋にして､
約2500冊の本を並べています。土曜日の午後
2時から5時まで開いていて、就学前の子ども
から小学生を中心に、数は少ないけれど中学
生が来ることも。本ばかりだと飽きてしまう
子もいるので、折り紙や工作を織り交ぜなが
ら、読み聞かせも行っています｡

─子どもたちにとってどんな場所でありたいと考えていますか？
　｢このあの文庫」では大人と子どもという垣根はなく、｢本が好きな僕｣
と「本が好きなあなた」という対等な関係性。子どもたちが、その子らし
くいられる場所でありたいなと思っています。学校に行くのがしんどいと
感じていた子のお母さんが「この場所があって本当に良かったです」と話
してくれたこともありました。子どもたちが自由な気持ちで心地いいと感
じてくれていたら嬉しいです。

─今年で20周年を迎える「このあの文庫」。今後の目標などはありますか？
　初めて文庫に来てくれた子が小学校5年生の男の子だったので、その子
がもう30歳を超えていると思うと感慨深いですね。20周年にあたって、
記念のリーフレットを作って、文庫に通ってくれていた子どもたちに送っ
てみようかな、なんてことも考えています。20年前に文庫を開くと決め
たとき、尊敬する翻訳家であり、素晴らしい家庭文庫を主宰していた間崎
ルリ子さんに「やるからには続けなさい」という言葉をいただきました。
いろいろとやってみたいことは理想として持ちつつ、無理をせずに僕自身
が楽しみながら、そして地域のいろんな人を巻き込んで、この場所を続け
ていくことを大切にしていきたいです。

　祖父と両親の本への思いが、自身の本作りの原点に

─小宮さんは子どもの頃から本に親しまれていたのですか？
　僕は東京生まれで、小学校へ上がるときに熊本へ引っ越しました。その
際、出版社に勤めていた両親が独立して、厳選した作品だけを扱う子ども
の本の専門店を開業したので、幼い頃から常に本がそばにありました。と
はいえ、僕自身が本の虫だったかというとそうでもなく、外で走りまわっ
て遊んでいるようなやんちゃな子どもでした。
 

─本を作る仕事をしたいと考えるようになったのはなぜですか？
　転機となったのは大学時代です。熊本で大学生活を送りながら、その先
の進路に悩む中、改めて実家の書店の本を読み始めました。太平洋戦争
時、徴兵を拒否した祖父（トルストイ翻訳家の故・北御門二郎）が戦後ど
んな思いでトルストイ文学の翻訳に取り組んだのか。両親がどんな思いで
子どもたちに良質な本を手渡し続けているのか。本棚を端から読み進め、
祖父と両親が伝えたいことの根底に流れるものは同じ、｢愛」なのだと気
付きました。人間とは何か、生きるとは何か。そんなことを悶々と考えて
いるうちに、自分も「子どものための本を作りたい」と思い至ったのです｡

─子どもの本を作りたいという思いから出版社に就職されたのですね。
　大学卒業後に東京の児童書出版社
に就職しましたが、まあ、新入社員
がいきなり本を作らせてもらえるこ
とはありませんよね。営業に配属さ
れ、最初の1年は年間100日近く出
張していたんじゃないかな。それで
も上司や編集部に「本を作りたい｣
とずっと言い続けて、何年目かによ
うやく営業の仕事とかけ持ちしながら初めて絵本を1冊作ることが叶いま
した｡「ハーモニカのめいじん　レンティル」という作品です。

　翻訳したいと思える本に共通している二つのこと

─その後、自身が翻訳を手掛けるようになったのはなぜですか？
　初めての作品を手掛けた後、英語力がもっと必要だと実感したこともあ
り、まず会社を辞めて1年間カナダへ留学しました。そして帰国後、出版
社を2社ほど経験しましたが、僕自身「納得できる本だけを作りたい」と
いう信念が強かったので、会社員には向いていない自覚が以前からあった
んです。いろんなことを考えた結果、行き着いたのが、自分で訳して本を
作るということでした。10年以上出版社で働いて、素晴らしい翻訳家さ
んたちの仕事に触れさせてもらいましたし、出版という仕事の一連の流れ
も身に付いていましたので、会社での経験は独立するときにとても支えにな
りました｡

─翻訳する作品は小宮さん自身が選んでいるのですか？
　これまで170冊ほど翻訳を手掛けましたが、そのうちの9割は自分で原作
を探してきて企画から携わっています。僕が翻訳したいと気持ちが動かさ
れる作品は、新作よりも旧作が多いので、毎月、海外から古い洋書を取り
寄せています。ですが、その中でいいなと思える本は1割未満。だからこ
そ、いい本に出会えたときは、本当に心がときめきます！

─翻訳したいと思える本に共通しているのはどんな点ですか？
　僕なりに大きく二つの基準があります。一つは、本を読んでいる子どもが
主人公になりきったとき、わがこととして豊かな経験ができるかどうか。

　くまのぬいぐるみと

女の子のゆかいなお

話。大人も楽しめるこ

と請け合いです。
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interview

　絵本は、声に出して読むために作られているものが

ほとんどです。ここでは僕が作った本で、ぜひ子ども

たちに読んであげてほしい本を紹介します！

　地域・家庭文庫では、自宅などを開放して、地域の子どもたちなどに家

庭的な空間の中で読書の場を提供しています。また、図書の閲覧・貸し出

しだけでなく、読み聞かせや人形劇など、それぞれの文庫でさまざまな

文化活動も行っています。区では、地域・家庭文庫へ図書

を貸与するなど、活動を支援しています。詳細は、中央図

書館ホームページ（右2次元コード）をご覧ください。

地域・家庭文庫とは？

テディ・ロビンソンのたんじょう日
ジョーン・G・ロビンソン　作・絵
岩波書店　発行

　3人の子どもたちが

お話を作って聞かせ合

います。絵本から読み

物への移行期の子に。

うみべのおはなし3にんぐみ
ジェイムズ・マーシャル　作
大日本図書　発行

アーノルド・ローベルの
へんてこな とりたち

アーノルド・ローベル　作
好学社　発行

チビにいちゃんと
オー

Oちゃん
エディス＝ウンネルスタッド　文
さこ　ももみ　絵
瑞雲舎　発行

　｢がまくんとかえるく

ん」の作者が描くへん

てこな鳥の世界。読め

ば絵を描きたくなる？

　5歳の男の子のヒヤ

ヒヤ・ワクワクの冒険｡

物語の中でこそ、現実

ではできない経験を！

絵本は大人に読んでもらうもの！

小宮さん
おすすめ
BOOKS!

小宮さん
おすすめ
BOOKS!

POINT ! POINT !

POINT ! POINT !

地域の

居場所
にも！


	sugi240815_04-05_FIX
	sugi240815_06-07_FIX
	sugi240815_08-11_FIX

